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1. 原稿は横書きで、A4判用紙に 40 字×33行とする。 

2. 原稿の構成は、題目、和文要約、キーワード、本文、注、文献の順とする。なお、ワー
プロ・ソフトの文字カウント機能を使って、本文・注・文献部分の合計文字数（スペー
スを含めない）を算出し、原稿の末尾に記入すること。英文タイトル、英文要約、英文
キーワードを別紙で添付する。 

3. 和文要約は 400 字以内、英文要約は 300 語以内、キーワードはそれぞれ 3 語以内とす
る。 

4. 本文、要約、注ともに和文は全角文字、欧文は原則として半角文字とする。 

5. 原稿は、和文で、「である調」による執筆を原則とする。 

6. 本文中の見出しおよび小見出しは以下の順でランクを統一する。 

1. 

1） 

a） 

7. 図および表は本文とは別に添付し、挿入箇所を原稿の右の余白部分に指示する。 

（1）図および表のタイトル等の位置は以下のようにする。 

（a）図の場合  図本体の下に、図の注、出典、その下に図タイトル 

（b）表の場合  表タイトルの下に表本体、表の注、出典 

（2）図および表の番号は、図 1、表 1 というように、それぞれ通し番号とする。 

（3）図および表の出典は、版権等の関係から、オリジナルな場合を除き必ず明記する。 

（4）必要に応じて、図および表の原著者または著作権所有者から使用許可を得ておく。 
8. 注は、本文中の該当箇所に、1）2）のように番号を付し、本文末尾に番号順に記す。 

9. 文献の記載は、以下の要領で行う（下記の「文献」リスト例を参照のこと）。文献ごと
の通し番号はつけず、和文・欧文を分けずに全体を通してアルファベット順で記載する。
なお、同一文献が 2行以上にわたる場合には、2 行目から 2 字下げる。また、同一著者
が同一年に発行した異なる文献を記載する場合は、発行年にアルファベットをつけて
区別する。同一著者の文献が複数あった場合、2つ目以降の著者名はダッシュなどで省
略せず、そのまま著者名を示す。欧文文献の場合は、著書名および雑誌名はイタリック
体とする。欧文文献リストにおいて著者が複数であった場合、第二著者以降は「姓，名」
で記す。なお、典拠した文献を示す注は、本文中の適切な箇所に、カッコ書きの割注と
して記載する。スタイルは、次の例に倣うこと（Wellman and Gulia 1999; 宮本ほか 1997: 

10-12; 新潟日報 1989a, 1989b）。 
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